
捕獲方法の追加理由について 

 

１．個体数調整対象の全ての群れの捕獲方法に麻酔銃を追加 

・令和５年度計画では、個体数調整の対象の群れ 13 群のうち、９群で既に麻酔銃を記載 

・麻酔銃による捕獲は、人里への出没や、瀕死個体の捕獲等、特に迅速な対応が必要な事

態での実施が想定される。 

・令和６年度計画では、捕獲計画があるものの令和５年度は麻酔銃の記載がなかった３群

（川弟Ａ群、日向群、丹沢湖群）について新たに麻酔銃を捕獲方法に追加することで、

迅速な対応が必要な場合での対応力を高める。 

 

２．Ｈ群の個体数調整の捕獲方法にくくりわなを追加（小田原市提案） 

・Ｈ群は「管理困難な群れの除去」のため、群れ全頭の捕獲を実施 

・令和５年度計画では、捕獲手法としてはこわな、囲いわな、麻酔銃及び銃器としていた

が、12 月末現在でまだ４頭が残り、農業被害や生活被害の原因となっている。 

・令和６年度計画では、他の手法で捕獲できない場合に検討するものとして、新たにくく

りわなを捕獲方法に追加する。 

・実施にあたっては、わなの状況を常に監視し、捕獲された場合は速やかに回収するもの

とする。 

（参考）令和５年度ニホンザル管理事業実施計画より転記 

Ⅲ 令和５年度の事業実施計画 

２ 群れの管理 

（３）群れ管理のための個体数調整、管理困難な群れの除去 

ア 留意事項（18 ページ） 

くくりわな捕獲については、群れの除去の最終局面において、はこわな、囲いわな、銃器、麻

酔銃等の手段を用いても捕獲が困難な場合に限り実施を認めるものとする。実施の際は、現場近

くに作業員を常駐させる、通信機能付き自動撮影カメラを活用する等の方法により、わなの状況

を監視し、捕獲個体を速やかに回収することで、捕獲個体に苦痛が生じないよう配慮する。 

 

 

３．半原群及び鐘ヶ嶽群の個体数調整の捕獲方法にＩＣＴわなを追加（厚木市提案） 

・半原群及び鐘ヶ嶽群は「適正規模とするための群れの縮小、維持」のため、個体数調整

を実施 

・令和５年度計画では、捕獲手法としてはこわな、麻酔銃及び銃器を記載 

・令和６年度計画では、はこわなへの警戒心が強まり、捕獲が進んでいないことから、新

たな捕獲方法として、新たにＩＣＴわな（ホカクン）を捕獲方法に追加する。 

・実施にあたっては、一度に多くの個体を捕獲できる性質を踏まえ以下の点に注意する。 

①通信センサーカメラ等を用いた監視体制を構築し、捕獲可能な個体と放獣すべき個体を識別する 

②放獣すべき個体が捕獲された場合、麻酔銃等を用いて速やかに放獣する 

③放獣について、地域住民の理解を得た上で捕獲を実施する 

 

資料４ 




